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保険料
（ 年　額 ）

（ 年　額 ）

所得割額
被保険者

均等割額

55,045円

最高限度額

55万円総所得金額等
－33万円（基礎控除） 10.88％

所得割率×＝ ＋

（現役世代の負担）

病院などに支払う
国：県：市町村 ⇒ ４：１：１

自己負担額
支援金 約４割 約１割

公費（税金） 約５割

医療費総額
医療給付費

＋ この約 1割分を、被保険者の
みなさんの保険料で負担して
いただくことになります

・保険料は、県内どの地域でも同じ基準で算定されます。	
・保険料は、加入者一人ひとりにかかります。保険料率（被保険者均等割額、所得割率）は２年ごとに見直され、次回は平成26年度に改定されます。
※総所得金額等とは、前年中の ｢公的年金等収入－公的年金等控除｣ ｢給与収入－給与所得控除｣ ｢事業収入－必要経費｣ などの合計額で、各種所得控除
前の金額です。
◎公的年金等の収入のみの人で、年金額が153万円以下の場合は、所得割額はかかりません。

平成 24年中の所得の届出に基づき、平成 25年度の保険料額を決定しました。
７月中旬に被保険者（加入者）のみなさんへ「平成 25年度後期高齢者医療保険料額決
定通知書」をお送りします。

保険料のしくみ
保険料は、平成24年中の所得金額と世帯の状況（平成25年４月１日時点の世帯。75歳になる人、福岡県外からの転入
者などはその時点を基準）を基に、本算定を行い決定します。

後期高齢者医療制度
●保険料の算定に関するお問い合わせは…　後期高齢者医療制度コールセンター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎０９２（６５１）３１１１
●保険料の徴収方法に関するお問い合わせは…　健康増進課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（２４６）６２４６
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■
平
成
25
年
度
の保険

料
の
軽
減
措
置

●
被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減

　

平
成
25
年
度
で
は
、
平
成
24
年
度
の
保

険
料
軽
減
措
置
と
し
て
「
被
保
険
者
均
等

割
額
の
９
割
、
8.5
割（
※
）、
５
割
、
２
割

軽
減
」
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

※
原
則
は
「
７
割
軽
減
」
で
す
が
、
特
例

措
置
に
よ
り
「
8.5
割
軽
減
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

●
所
得
割
額
の
軽
減

　

総
所
得
金
額
等
が
91
万
円
以
下（
公
的

年
金
の
み
の
場
合
、
収
入
額
で
211
万
円
以

下
）の
人
は
、
所
得
割
額
が
５
割
軽
減
と

な
り
ま
す
。

●
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人

の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前

日
ま
で
「
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
扶

養
者
」
だ
っ
た
人
は
被
保
険
者
均
等
割
額

が
９
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
所
得
割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
被
用
者
保
険
と
は
、
全
国
健
康
保
険
協

会
管
掌
健
康
保
険
、
組
合
管
掌
健
康
保
険
、

船
員
保
険
、
共
済
組
合
を
指
し
ま
す
。

●
保
険
料
の
減
免
制
度

　

災
害
や
失
業
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の

納
付
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、
保
険
料
が

減
免
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
健
康
増
進
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
被
保
険
者
証
が

　
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
の
被
保
険
者
証
は
、
平
成
25
年
７
月

31
日
ま
で
の
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら

使
用
で
き
る
新

し
い
被
保
険
者

証（
オ
レ
ン
ジ
色
）

は
、
７
月
下
旬

に
、
中
間
市
役
所
か
ら
郵
送
し
ま
す
。　

  

　

た
だ
し
、
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合

は
、
通
常
よ
り
短
い
有
効
期
限
の
被
保
険

者
証
を
窓
口
で
お
受
け
取
り
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
に
か
か
る

と
き
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
を
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
間
は
、
平

成
26
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

７
月
31
日
ま
で
に
新
し
い
被
保
険
者
証

が
届
か
な
い
場
合
は
、
健
康
増
進
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
８
月
か
ら
自
己
負
担
割
合
が

　
変
更
に
な
り
ま
す

　

医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
の
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
は
、
１
割
ま
た
は
３
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
前
年
中
の
所
得
を
基
に
、
８
月

か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間
の
自
己
負

担
割
合
の
判
定
を
行
い
ま
す
。

　
自
己
負
担
割
合
は
、
原
則
１
割
で
す
が
、

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
い
ず
れ
か
の
人

の
市
民
税
課
税
所
得
が
145
万
円
以
上
で
あ

る
場
合
に
は
、
３
割
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
市
民
税
課
税
所
得
が
145
万
円

以
上
で
あ
っ
て
も
、
次
の
①
ま
た
は
②
に

当
て
は
ま
る
場
合
は
、
中
間
市
役
所
健
康

増
進
課
へ
申
請
す
れ
ば
１
割
負
担
と
な
り

ま
す
。

①
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
２
人
以
上
の

場
合
…
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の

収
入
合
計
額
が
520
万
円
未
満

②
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
本
人
の
み
の

場
合（
次
の
Ａ
ま
た
は
Ｂ
に
該
当
）

Ａ
…
本
人
の
収
入
が
383
万
円
未
満

Ｂ
…
本
人
と
同
じ
世
帯
の
70
歳
か
ら
74
歳

　
　

ま
で
の
人
と
の
収
入
合
計
額
が
520
万

　
円
未
満

■
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

　
認
定
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
、
使
用
中
の
減
額
認
定
証
の
有
効

期
限
は
、
７
月
31
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

減
額
認
定
証
を
す
で
に
持
っ
て
い
る
人

で
、
平
成
25
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
世

帯
の
人
に
は
、
８
月
１
日
か
ら
の
減
額
認

定
証
を
、
被
保
険
者
証
と
は
別
に
７
月
下

旬
に
お
届
け
し
ま
す
。

※
同
一
世
帯
の
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の

人
は
、
入
院
の
際
の
自
己
負
担
限
度
額
や

食
費
・
居
住
費
の
一
部
負
担
金
が
減
額
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
減
額
認
定
証
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
人

で
、
新
た
に
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

健
康
増
進
課
で
の
申
請
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の　
印
鑑
、
被
保
険

者
証

※軽減対象所得金額は、基本的には総所得金額等と同じですが、公的年金等収入の場合、
「公的年金等収入－公的年金等控除－15万円」となるなど、例外があります。

■平成25年度の保険料の軽減措置

均等割額の
軽減割合

軽減後の均等割額
（年額）

同一世帯内の被保険者
および世帯主の軽減対
象所得金額の合計額

９割軽減 5,504 円

「33 万円（基礎控除額）」
以下で、かつ「被保険者
全員が年金収入 80 万円
以下で、そのほか各所
得がない」

8.5割軽減 8,256 円 「33 万円（基礎控除額）」
以下

５割軽減 27,522 円
「33 万円（基礎控除額）＋
24.5 万円×被保険者（世
帯主を除く）数」以下

２割軽減 44,036 円
「33 万円（基礎控除額）＋
35 万円×被保険者数」
以下
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中間市からのお知らせ ity newsC
平成25年度中間市職員採用試験を実施します

●問合先　総務課　☎（２４６）６２３２

●
職
種
・
採
用
予
定
人
数

○
一
般
事
務
職
Ａ 

…
６
人

○
一
般
事
務
職
Ｂ 

…
２
人

○
一
般
事
務
職
Ｃ 

…
２
人

○
土
木
技
術
職 

…
２
人

○
建
築
技
術
職 

…
１
人

●
申
込
期
間　
７
月
29
日
月
～

８
月
16
日
金

※
受
験
申
込
書
と
案
内
書
は
、

７
月
10
日
水
か
ら
総
務
課
人
事

給
与
係（
市
役
所
２
階
）で
お
渡

し
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

○
一
般
事
務
職
Ａ
…
昭
和
61
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

○
一
般
事
務
職
Ｂ
…
平
成
２
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
た
だ
し
、
４
年
制
大
学
の
卒

業
者
お
よ
び
卒
業
見
込
み
の

人
は
除
く
。

○
一
般
事
務
職
Ｃ
…
昭
和
54
年

４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
た
だ
し
、
平
成
25
年
６
月
末

ま
で
に
民
間
企
業
な
ど
で
の
職
務

経
験
を
３
年
間
以
上
有
す
る
人
。

○
土
木
技
術
職
…
昭
和
61
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
た
だ
し
、
高
校
や
大
学
で
土

木
課
程
を
履
修
し
た
人
、
ま
た

は
卒
業
見
込
み
の
人
。

○
建
築
技
術
職
…
昭
和
54
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
た
だ
し
、
高
校
や
大
学
で
建

築
課
程
を
履
修
し
た
人
、
ま
た

は
卒
業
見
込
み
の
人

●
受
験
で
き
な
い
人　
地
方
公

務
員
法
第
16
条
に
当
て
は
ま

る
人

●
試
験
期
日
・
場
所（
一
次
試
験
）

○
期
日
…
９
月
22
日
日

○
場
所
…
８
月
末
日
ま
で
に
中

間
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
中
間
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

明るく元気で、やる気のある人を待っています

　
日
本
の
急
速
な
近
代
化
に
大

き
く
貢
献
し
た
産
業
遺
産
群
が

「
日
本
の
近
代
化
産
業
遺
産
群

‐
九
州
・
山
口
及
び
関
連
地
域
」

の
名
称
で
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

登
録
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
に
は
、
中
間
市
に
所
在
す

る
八
幡
製
鐵
所
遠
賀
川
水
源
地

ポ
ン
プ
室
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
八
幡
製
鐵
所
の
こ
れ

ま
で
の
歴
史
的
役
割
や
世
界
遺

産
と
し
て
の
価
値
を
考
え
る
市

民
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
期

日　

７
月
28
日
日
・

午
後
１
時
～
３
時
30
分

●
場

所　
八
幡
西
生
涯
学

習
総
合
セ
ン
タ
ー
（
北
九
州
市

八
幡
西
区
黒
崎
三
丁
目
15
‐
３
）

●
内

容　
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
た
取
り
組
み
報
告
、

講
演
な
ど

●
定

員　
90
人

●
申
込
方
法　
氏
名
、
住
所
、

　

連
絡
先
、
参
加
人
数
を
記
入

　

の
う
え
往
復
は
が
き
で
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先

　

中
間
市
世

界
遺
産
登

録
推
進
室

（
〒
809
‐
８

　
５
０
１
中

　
間
一
丁
目

　
１
‐
１
）

八幡製鐵所関連施設を世界遺産に
●問合先　世界遺産登録推進室　☎（２４６）６２２４

　

障
が
い
な
ど
の
こ
と
に
つ
い

て
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
今
月
か
ら
「
な
か
ま

で
暮
ら
そ
う
～
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
～
」
シ
リ
ー
ズ
を
隔

月
ご
と
に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

今
月
は
、表
題
に
な
っ
て
い
る「
ノ

ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う

言
葉
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、「
社
会
で
日
々
を
過
ご
す
一

人
の
人
間
と
し
て
、
す
べ
て
の

人
々
が
人
種
や
年
齢
、
身
体
的

条
件
に
関
わ
り
な
く
、
自
分
ら

し
く
生
き
た
い
と
こ
ろ
で
生
き
、

し
た
い
仕
事
や
社
会
参
加
が
で

き
る
、
そ
う
し
た
チ
ャ
ン
ス
を
平

等
に
与
え
ら
れ
る
。
み
ん
な
が

一
緒
に
暮
ら
せ
る
社
会
が
当
た

り
前
だ
」
と
す
る
考
え
方
で
す
。

こ
れ
は
、
今
日
の
福
祉
の
基
本

的
な
概
念
の
一
つ
で
す
。

　

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を

実
現
す
る
た
め
の
一
つ
と
し
て
、

地
域
の
一
人
ひ
と
り
が
障
が
い

な
ど
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

接
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
通
じ
て
、

一
人
ひ
と
り
が
障
が
い
な
ど
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
し
、
人

び
と
が
支
え
合
い
な
が
ら
、
自

分
ら
し
く
生
き
て
い
け
る
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
社
会
を

め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

なかまで暮らそう～ノーマライゼーション～
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

写真提供：新日鐵住金（株）八幡製鐵所
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児童扶養手当と特別児童扶養手当をご存じですか
●問合先　こども未来課　☎（２４６）６２４８

■
児
童
扶
養
手
当

　

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま

る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父

（
母
）、
ま
た
は
父（
母
）に
代
わ

っ
て
、
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
児
童
と
は
…
18
歳
に
な
る
日

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
人
で
す
。
障
が
い

の
あ
る
人
は
20
歳
未
満
。

●
支
給
要
件

○
父（
母
）が
婚
姻（
事
実
婚
を

含
む
）を
解
消
し
た
場
合

○
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
妊

娠
し
た
場
合
な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

を
扶
養
し
て
い
る
父
母
や
養
育

者
を
対
象
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
要
件

○
身
体
の
障
が
い（
身
体
障
害

者
手
帳
１
、２
級
程
度
）が
あ

る
場
合

○
精
神
・
知
的
障
が
い
な
ど（
強

度
の
て
ん
か
ん
な
ど
、
療
育

手
帳
Ａ
、
Ｂ
の
程
度
）が
あ

る
場
合

○
内
科
的
疾
患（
主
に
結
核
症
、

呼
吸
器
や
心
臓
の
機
能
障
が

い
、
肝
臓
・
腎
臓
・
血
液
疾

患
な
ど
で
、
長
期
に
わ
た
る

安
静
や
日
常
生
活
に
著
し
い

制
限
を
加
え
る
必
要
が
あ
る

状
態
）が
あ
る
場
合

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
現
況
届
の
受
付
を
始
め
ま
す

　

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
現
況
届
を
受
け
付

け
ま
す
。
こ
の
届
け
出
は
、
受

給
者
の
毎
年
８
月
１
日
現
在
の

養
育
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
も

の
で
す
。
現
況
届
の
用
紙
は
、

７
月
末
に
各
受

給
者
に
送
付
し

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の

届
け
出
を
し
な

い
場
合
、
８
月

以
降
の
手
当
を
受
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
２
年
間

こ
の
届
け
出
を
し
な
い
場
合
、

時
効
の
た
め
受
給
権
が
な
く
な

り
ま
す
。

●
受
付
期
間　
８
月
16
日
金
～

30
日
金（
土
曜
・
日
曜
日
を

除
く
）

●
受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時

●
受
付
場
所　
市
役
所
本
館
３

階
第
２
会
議
室

　

夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す

●
期

日　

８
月
26
日
月
、

29
日
木

●
受
付
時
間　
午
後
５
時
30
分

～
８
時

●
受
付
場
所　
こ
ど
も
未
来
課

中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１ http://www.city.nakama.lg.jp
Nakama

Infomation

ニコニコトレーニング倶楽部に参加しませんか
●問合先　地域包括支援センター　☎（２４５）７７１６

■
介
護
予
防
の
た
め
の
運
動

　
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

高
齢
期
こ
そ
運
動
が
必
要
で

す
。「
立
つ
」「
座
る
」「
歩
く
」

と
い
う
基
本
的
な
生
活
動
作
と

筋
力
は
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま

す
。
筋
力
が
低
下
す
る
と
日
常

生
活
動
作
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

な
く
な
り
、「
動
く
の
が
お
っ

く
う
に
な
る
」「
動
か
な
い
の

で
お
な
か
が
す
か
ず
食
欲
が
低

下
す
る
」「
筋
力
が
低
下
し
て

転
び
や
す
く
な
る
」
と
い
っ
た

悪
循
環
に
陥
り
か
ね
ま
せ
ん
。

転
倒
を
防
ぎ
、
健
康
で
豊
か
な

日
常
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
は

積
極
的
な
体
力
づ
く
り
が
必
要

で
す
。
健
康
長
寿
を
め
ざ
し
て
、

全
般
的
な
運
動
機
能
を
向
上
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者　

65
歳
以
上
の
、

健
康
づ
く
り
高
齢
者
と
し
て

認
定
さ
れ
た
人
で
、
運
動
器
の

機
能
向
上
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
人

※
「
健
康
づ
く
り
高
齢
者
」
と

は
、
65
歳
以
上
の
介
護
認
定
を

も
た
な
い
人
で
、「
暮
ら
し
の

元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
」
を
受
け
た

結
果
、
生
活
機
能
の
低
下
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
人
で
す
。

●
内

容

○
マ
シ
ン
コ
ー
ス
…
転
倒
や
閉

じ
こ
も
り
な
ど
が
心
配
な
人
を

対
象
に
、
高
齢
者
向
け
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
を
使

い
、
筋
力
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す

○
ア
ク
ア
コ
ー
ス
…
腰
痛
や
膝

痛
な
ど
に
よ
り
、
大
き
な
負

担
を
か
け
ら
れ
な
い
人
を
対

象
に
、
歩
行
専
用
プ
ー
ル
や

ア
ク
ア
ト

レ
ー
ナ
ー

（
水
中
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ

マ
シ
ン
）な

ど
で
負
担

を
軽
減
し
、

筋
力
ア
ッ

プ
を
図
り
ま
す

※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
期

日　
10
月
～
平
成
26

年
３
月
の
毎
週
水
曜
日（
全

24
回
）

●
場

所　
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

※
期
間
中
の
途
中
参
加
は
で
き

ま
せ
ん
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
前
と

後
の
２
回
、「
柔
軟
性
」「
バ
ラ

ン
ス
」「
上
肢
の
筋
力
」
な
ど

の
体
力
測
定
を
行
い
ま
す
。

●
参
加
料　
３
、０
０
０
円

※
初
回
に
６
か
月
分
と
し
て
一

括
徴
収
し
ま
す
。

●
参
加
者
の
声

○
坂
道
を
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
登
れ

る
よ
う
に
な
っ
た

○
上
ら
な
か
っ
た
肩
が
今
で
は

上
る
よ
う
に
な
っ
た

○
膝
の
痛
み
が
あ
っ
た
が
、
水

中
で
の
運
動
で
良
く
な
っ
た

○
毎
週
通
え
る
場
所
が
あ
る
と

い
う
の
が
い
い
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健
や
か
腎
臓
教
室

参
加
者
募
集

　
日
本
の
慢
性
腎
臓
病
患
者
は
、
軽

症
を
含
め
て
１
、３
３
０
万
人
と
い

わ
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
成
人
の
８
人

に
１
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
は
、
腎
臓
そ
の
も

の
に
原
因
が
あ
っ
て
発
症
す
る
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
、
糖

尿
病
や
高
血
圧
と
い
っ
た
生
活
習

慣
病
が
進
行
し
て
発
症
す
る
人
が

大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
疾
患
は
、
腎
臓
の
働
き
が

50
％
以
下
に
進
行
し
て
も
症
状
が

ほ
と
ん
ど
出
ず
、
気
付
い
た
と
き

は
手
遅
れ
と
い
う
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
多
く
の

人
は
自
分
が
慢
性
腎
臓
病
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
ず
、
ま
た
、
健
診
な

ど
で
指
摘
さ
れ
て
も
何
を
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
分
か
ら
ず
、
放
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
慢
性
腎
臓
病
の
人
は

末
期
腎
不
全（
透
析
治
療
が
必
要
）

に
進
む
だ
け
で
な
く
、
心
筋
梗
塞

や
脳
卒
中
な
ど
命
に
か
か
わ
る
疾

患
の
発
症
率
が
高
い
こ
と
も
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。

　

健
診
な
ど
で
こ
の
病
気
を
指
摘

さ
れ
た
人
は
、
こ
の
機
会
に
慢
性

腎
臓
病
の
進
行
を
防
ぐ
生
活
習
慣

を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
・
テ
ー
マ

○
9
月
27
日
金
・
午
後
1
時
30
分

～
3
時
・
腎
臓
専
門
医
の
講
話

※
こ
の
講
話
の
み
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
、
申
し
込
み
も
不
要
で
す
。

○
10
月
７
日
月
・
午
前
９
時
30
分

～
午
後
１
時
・
栄
養
士
の
講
話

と
調
理
実
習

※
全
５
回
。
３
回
目
以
降
は
個
別
指

導
と
な
り
ま
す
。
日
時
が
決
ま
り
次

第
教
室
内
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
対

象　
次
の
す
べ
て
に
当

て
は
ま
る
人　

○
お
お
む
ね
１
年
以
内
に
受
診
し

た
健
診
ま
た
は
検
査
の
結
果
が

「
蛋た

ん
ぱ
く白
尿
な
ど
の
腎
障
害
が
あ

る
」
ま
た
は
「
腎
機
能
低
下
が

3
か
月
以
上
続
く
状
態
」
の
人

○
e
Ｇ
Ｆ
Ｒ
値（
推
定
糸
球
体
ろ

過
量
）が
30
㎖
／
分
／
1.73
㎡
以

上
50
㎖
／
分
／
1.73
㎡
以
下
の

人
、
ま
た
は
か
か
り
つ
け
医
か

ら
勧
め
ら
れ
た
慢
性
腎
臓
病
の

人
○
教
室
全
５
回
を
通
し
て
参
加
で

き
る
人

※
生
活
習
慣
病
で
治
療
中
の
人
は
、

教
室
参
加
に
つ
い
て
主
治
医
に
相
談

後
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
定

員　
30
人（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

●
申
込
方
法
・
締
切　
７
月
31
日

水
ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス（
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
記
入
）

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
調
理
実

習
材
料
費（
400
円
）と
テ
キ
ス
ト
代
が

１
、０
０
０
円
程
度
必
要
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
６
月
14
日
か
ら
、
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

積
極
的
な
勧
奨
を
当
面
の
間
控
え

る
と
の
通
知
が
、
厚
生
労
働
省
か

ら
あ
り
ま
し
た
。

　

定
期
接
種
の
中
止
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、

有
効
性
と
リ
ス
ク
を
理
解
し
た
う

え
で
、
受
け
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
関

す
る
情
報
の
案
内
が
あ
り
ま
す
。

○
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

おすすめ 料理レシピ

中間市食生活改善推進会（緑の会）による、身体に優しいレシピを大公開。

あなたも作ってみませんか

①�鶏肉は1口大に切り、塩、こしょうをふる。にんにくは薄切り、玉
ねぎは幅1㎝のくし形、マッシュルームは縦半分、ピーマンは縦に
幅1㎝に切る②鶏肉に小麦粉を薄くまぶす。フライパンにオリーブ
油を熱して鶏肉を皮を下にして入れ、中火で焼き付ける③肉を端
に寄せてフライパンを傾け、出てきた脂でにんにくを炒め、玉ね
ぎとマッシュルームを加えて炒める④全体に油が回ったら白ワイ
ンを注ぐ。少し煮詰まってきたらホールトマトをつぶしながら加え、
水を加える。アクを取りながら中火で煮込み、ピーマンを加えて
混ぜ、塩、こしょうで味をととのえる⑤器に盛って粉チーズをふる

チキンのトマト煮
鶏もも肉…300㌘、塩…小さじ１／
３、こしょう…少々、小麦粉…
適宜、にんにく…１かけ、玉ね
ぎ…100㌘、マッシュルーム…６
個、ピーマン…２個、オリーブ
油…大さじ１、白ワイン…100㎖、
ホールトマト缶詰…300㌘、水…
100㎖、塩…小さじ１／３、こしょ
う…少々、粉チーズ…８㌘

材料（４人分） 作り方

エネルギー：247㎉
食塩：1.2ℊ

健康ファミリー

保健センター
☎（２４６）１６１１
ＦＡＸ（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

あなたの健康づくりのために

Health Care

6
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やっちゃれ
環境

環境保全課☎（２４６）６２６５

平成25年度のもえるごみの搬入量は、対24年度比５％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

消費生活センター☎（２４６）５１１０

今月のテーマ

ら し の

ミ カ タ ♪

く
知っ得！

サイトは日本語だけど？
海外通販のトラブル

25 年度 24 年度 差
（25 年度－ 24 年度） 減量率

５月 1,055,610㎏ 1,083,300㎏ △ 27,690㎏ 2.6％

累計 2,053,740㎏ 2,055,140㎏ △ 1,400㎏ 0.1％

こ
の
夏
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

節
電
に
努
め
よ
う

　

電
力
需
要
の
増
加
す
る
夏
場
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
全
国
的
に
電

力
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
か
ら
、
左
記
の
期
間
に
「
数

値
目
標
を
設
け
な
い
節
電
」
が
要

請
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
き
る
限
り

の
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

次
に
紹
介
す
る
省
エ
ネ
・
節
電

の
た
め
の
方
法
を
実
践
し
、
普
段

の
生
活
で
の
電
気
の
使
い
方
を
見

直
し
ま
し
ょ
う
。

●
夏
季
の
節
電
要
請
期
間　
７
月

１
日
～
９
月
30
日
ま
で
の
平
日

午
前
９
時
～
午
後
８
時

※
お
盆
期
間
８
月
13
日
～
15
日
を

除
く
。

●
実
施
内
容　
無
理
の
な
い
範
囲

で
、
で
き
る
限
り
の
節
電

※
数
値
目
標
を
設
け
ま
せ
ん
。

待
機
電
力
の
削
減

　

待
機
電
力
と
は
、
家
電
製
品
な

ど
使
用
し
て
い
な
く
て
も
、
プ
ラ

グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続
し
て
い

る
だ
け
で
消
費
さ
れ
る
電
力
の
こ

と
で
す
。
こ
の
待
機
電
力
は
、
家

庭
の
年
間
消
費
電
力
の
６
％
を
占

め
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
使
っ

て
い
な
い
家
電
製
品
は
こ
ま
め
に

プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
き

ま
し
ょ
う
。

○
エ
ア
コ
ン
…
冷
房
の
室
温
は

28
℃
を
目
安
に
設
定
し
ま
し
ょ

う
。
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
る
こ
と

で
、
窓
か
ら
の
日
差
し
を
遮
る

ほ
か
、
冷
房
の
冷
気
が
逃
げ
る

の
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
フ
ィ
ル
タ
ー
が
目
詰
ま

り
す
る
と
冷
房
効
果
が
下
が

り
、
無
駄
な
電
力
を
使
用
し
て

し
ま
う
の
で
、
こ
ま
め
に
フ
ィ

ル
タ
ー
を
掃
除
す
る
こ
と
も
大

切
で
す

○
冷
蔵
庫
…
開
い
て
い
る
時
間
を

短
く
、
余
分
な
開
閉
は
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
物
を
詰

め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
熱
い
も
の
は
冷
ま
し
て
か

ら
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う

○
テ
レ
ビ
…
１
日
１
時
間
、
テ
レ

ビ
を
見
る
時
間
を
減
ら
し
ま
し

ょ
う
。
音
量
や
画
面
の
明
る
さ

は
控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。
テ

レ
ビ
を
消
す
と
き
は
、
主
電
源

か
ら
消
し
ま
し
ょ
う

○
照
明
…
点
灯
時
間
を
短
く
し
、

必
要
の
な
い
明
か
り
は
こ
ま
め
に

消
し
ま
し
ょ
う
。
白
熱
電
球
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
電
球
、
ま
た
は
電
球
型
蛍
光

灯
に
取
り
替
え
ま
し
ょ
う

　

こ
の
よ
う
な
省
エ
ネ
・
節
電
の

取
り
組
み
は
、
限
り
あ
る
資
源
の

有
効
利
用
や
、
地
球
温
暖
化
防
止

な
ど
に
と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
日
頃

の
生
活
を
見
直
し
、
地
球
に
や
さ

し
い
生
活
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
事
例

　

中
学
生
の
息
子
が
、
あ
る
メ

ー
カ
ー
の
サ
ッ
カ
ー
シ
ュ
ー
ズ

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
注

文
し
た
。
サ
イ
ト
は
日
本
語
な

の
に
振
込
口
座
が
外
国
人
名
義

だ
っ
た
の
で
、
不
審
に
思
っ
た

が
、
ど
こ
も
売
り
切
れ
で
や
っ

と
探
し
当
て
た
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
代
金
を
振
り
込
ん
だ
。

そ
の
後
、
国
際
郵
便
で
届
い
た

荷
物
を
開
け
て
み
る
と
、
注
文

し
た
シ
ュ
ー
ズ
と
ラ
イ
ン
の
色

が
違
う
う
え
、
つ
く
り
も
粗
雑

で
本
物
か
疑
わ
し
い
。「
注
文

し
た
商
品
と
違
う
。
交
換
希
望
」

と
再
三
メ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る

が
、
何
の
連
絡
も
な
い
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　

海
外
の
通
販
サ
イ
ト
で
商
品

を
注
文
し
た
と
こ
ろ
「
届
い
た

商
品
が
模
倣
品
の
よ
う
だ
」「
代

金
を
支
払
っ
た
の
に
商
品
が
届

か
な
い
」
と
い
っ
た
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
サ
イ
ト
は
日
本

語
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
海

外
事
業
者
の
運
営
サ
イ
ト
で
あ

っ
て
も
そ
れ
と
気
づ
か
ず
に
利

用
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
サ
イ
ト
内
の
日
本
語
が
不

自
然
な
と
き
な
ど
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。

　

事
業
者
の
所
在
地
や
連
絡
先

な
ど
の
情
報
を
事
前
に
し
っ
か

り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
し
か
記
載
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
な
サ
イ
ト
で
の
取
り

引
き
は
危
険
で
す
。

　
極
端
に
値
引
き
さ
れ
て
い
る
場

合
は
模
倣
品
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
模
倣
品
の
輸
入
は
消
費
者
が

法
律
違
反
に
問
わ
れ
る
恐
れ
も
あ

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
や
消
費
者
庁
越
境
消
費
者

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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8広報なかま７月 10日号

今月のテーマ

よくわかる
医療講座

中間市立病院医師が、健康の
ためになる話をお届けします。

70
No

中間市立病院☎（２４５）０９８１

熱中症
中間市立病院　内科

元
はじめ

 舞子医師

Nakama
Culture

市民図書館だより
Books

☎（２４５）４６６４

市民図書館は、毎月新しい本をそろえて
います。市民図書館に来れば、運命的な
本との出会いがあるかもしれませんよ。

●日 時　７月20日土・午前11時～
●内 容　絵本の読み聞かせなど
●協 力　ほっとブックなかま

おはなし会を開催Funevent

今月の新刊紹介Newarrivals

しあわせなら名探偵
杉山亮・作　中川大輔・絵
消えたロックシンガー捜し、墓場
まで乗っては消えるタクシー客の
謎、ミス・ラビットとの対決…。
探偵・ミルキー杉山といっしょに
謎解きを楽しみ、犯人を当てよ
う！事件簿４話を収録。

家族写真
荻原浩・著
娘の結婚、加齢に肥満、マイホー
ム購入…。家族に訪れる悲喜こも
ごもは、ささやかだけど大事件。
笑ったあとに、心にじんわり沁

し

み
てくる極上家族小説。『小説現代』
掲載に書き下ろしを加えて書籍化。

■
熱
中
症
と
は

　

熱
中
症
は
、
暑
い
環
境
で
生
じ

る
障
害
の
総
称
で
熱
失
神
、
熱
疲

労
、
熱
け
い
れ
ん
、
熱
射
病
と
病

形
が
あ
り
ま
す
。

■
対
応
策

　

熱
失
神
・
熱
疲
労
で
は
、
涼
し

い
場
所
で
衣
服
を
ゆ
る
め
、
足
を
高

く
し
て
寝
か
せ
、
水
分
を
補
給
す
れ

ば
通
常
は
回
復
し
ま
す
。
吐
き
気
や

嘔お
う
と吐
で
水
分
補
給
が
で
き
な
い
場
合

に
は
病
院
で
点
滴
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

熱
け
い
れ
ん
で
は
、
水
分
補
給

が
大
切
で
す
。
水
分
の
組
成
と
し

て
は
、
0.1
～
0.2
％
の
食
塩
と
糖
分

を
含
ん
だ
も
の
が
有
効
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
が
よ
い
で
す
が
、

身
近
に
な
い
場
合
は
、
1
リ
ッ
ト
ル

の
水
に
テ
ィ
ー
ス
プ
ー
ン
半
分
の
食

塩（
２ｇ
）と
角
砂
糖
を
好
み
に
応

じ
て
数
個
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
販
の
飲
料
を
選
ぶ
際
、
100
㎖

中
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
40
～
80
㎎
が

目
安
で
す
。

　
熱
射
病
は
、
死
の
危
険
の
あ
る
緊

急
事
態
で
す
。
全
身
に
水
を
か
け
る

か
、
濡
れ
タ
オ
ル
を
当
て
て
扇
ぎ
、

頚け
い
ぶ部
、
腋
の
下
、
足
の
つ
け
ね
を
直

接
冷
や
し
て
、
す
ぐ
に
病
院
に
運
ん

で
く
だ
さ
い
。
発
病
か
ら
20
分
以
内

に
体
温
を
下
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
熱
中
症
の
予
防

　
熱
中
症
の
予
防
に
は
、
水
分
補
給

と
暑
さ
を
避
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
補
給
を

し
ま
し
ょ
う
。
特
に
高
齢
者
、

子
ど
も
、
障
が
い
の
あ
る
人
は

注
意
が
必
要
で
す

○
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
い
温
度
調

整
を
し
ま
し
ょ
う
。
無
理
を
し
て
エ

ア
コ
ン
を
使
わ
な
い
で
い
る
と
、
体

調
を
崩
す
こ
と
が
あ
り
ま
す

○
通
気
性
の
よ
い
、
吸
湿
・
速
乾

の
衣
服
を
着
用
し
た
り
、
保
冷

剤
や
、
氷
で
体
を
冷
や
し
た
り

し
ま
し
ょ
う

○
外
出
時
は
、
日
傘
や
帽
子
を
利

用
し
、
日
陰
な
ど
で
こ
ま
め
な

休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う

暑さ 注意事項 運動指針

危険 31℃
以上

高齢者は安静状態でも発生する危
険性大。外出はなるべく避け、涼
しい室内に移動

運動中止

厳重
警戒

28～
31℃

外出時は炎天下を避け、室内では
室温の上昇に注意

激しい運動は
中止

警戒 25～
28℃

運動や激しい作業をする際には定
期的に充分な休息が必要

水分・塩分摂取。
30分ごとの休憩

注意 21～
25℃

危険性は少ないが、激しい運動や
重労働時には注意が必要

積極的に水分・
塩分を摂取

ほぼ
安全 25℃未満 熱中症の危険性は小さい 適宜水分・

塩分を摂取
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9 Nakama City Public Relations

消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館２階）

悪質商法などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後４時
●問合先　消費生活センター☎（２４６）５１１０

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3 階）

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）
など児童に関する相談をお受けします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　こども未来課
　☎（２４６）３５１５

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

未成年者の非行などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権センター）

あなたが納得のいく生き方ができるよ
うお手伝いします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前８時30

分〜午後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課
　☎（２４５）７８０１

補聴器相談
■場所 福祉支援課・ハピネスなかま

●�日時　毎月第１〜４火曜日・午後１時〜
２時は福祉支援課（市役所１階）、午後２
時30分〜３時30分はハピネスなかま
●問合先　福祉支援課☎（２４６）６２８２

Free
Consultation

無料相談
コーナー

〜気軽に利用してください〜

　

　

最
近
、「
い
じ
め
」
や
「
自
殺
」
と
い
う

言
葉
を
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
よ
く
み
か
け
ま

す
。
二
〇
〇
七
年
の
中
高
生
の
自
殺
者
数

は
二
百
四
十
七
人
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
い

じ
め
な
ど
の
学
校
問
題
が
原
因
の
自
殺
者

数
は
百
七
人
で
し
た
。
こ
の
人
た
ち
以
外

も
い
じ
め
の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
人
は
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
こ
の
問
題
を

な
く
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
い
じ
め
に
は
「
被
害
者
」「
加
害
者
」「
傍

観
者
」
の
三
つ
の
立
場
が
あ
り
ま
す
。
前
に

自
分
の
ク
ラ
ス
で
い
じ
め
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
自
分
は
「
傍
観
者
」
と
い
う
立

場
で
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
の
親
し
か
っ
た

友
達
は
「
加
害
者
」
の
一
人
で
し
た
。

　

最
初
は
ち
ょ
っ
と
し
た
い
た
ず
ら
で
し

た
。
足
を
ひ
っ
か
け
た
り
、
悪
口
を
い
っ
た

り
。
で
も
、
だ
ん
だ
ん
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て

き
て
、
暴
力
を
ふ
る
っ
た
り
、
物
を
隠
し
た

り
、「
死
ね
」
と
い
っ
た
り
と
本
当
に
い
じ

め
と
よ
ば
れ
る
も
の
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

つ
い
に
は
、
少
し
触
れ
た
ら
払
っ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
で
す
が
周
り
の
人
は
「
か
わ
い

そ
う
だ
け
ど
何
か
言
っ
た
ら
自
分
も
い
じ

め
ら
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
、

み
ん
な
見
て
見
ぬ
ふ
り
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
あ
る
日
担
任
の
先
生
が
そ
の

こ
と
に
気
づ
き
、
学
活
で
話
を
し
ま
し
た
。

そ
の
怒
り
は
全
員
に
む
け
て
で
し
た
。
正

直
、
な
ん
で
自
分
も
怒
ら
れ
た
か
疑
問
で

し
た
。
で
す
が
、
そ
の
後
先
生
の
話
を
き

い
て
「
傍
観
者
も
加
害
者
も
罪
は
一
緒
」

と
い
う
こ
と
や
「
も
う
少
し
し
て
い
れ
ば

死
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
い
く
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
と
自

分
の
見
て
い
た
だ
け
の
罪
の
重
さ
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
死
な

な
く
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
少
し
の
安
心

と
「
親
友
な
の
に
止
め
よ
う
と
す
る
こ
と

も
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
後
悔
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
全
員
、
い
じ
め
ら

れ
て
い
た
子
に
謝
り
、
そ
の
後
、
自
分
の

ク
ラ
ス
で
い
じ
め
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

数
日
後
、
自
分
は
そ
の
い
じ
め
て
い
た
自

分
の
親
友
に
「
何
で
い
じ
め
を
し
た
と
？
」

と
き
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
彼
は
、「
別

に
い
じ
め
を
し
て
い
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。

遊
び
の
つ
も
り
だ
っ
た
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

き
っ
と
、
い
じ
め
て
い
る
人
の
ほ
と
ん
ど
の

人
間
が
そ
う
思
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
な

の
で
、
い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
は
、「
た

だ
見
て
い
る
だ
け
の
「
傍
観
者
」
の
人
が
勇

気
を
も
っ
て「
加
害
者
」の
人
に「
や
め
ろ
よ
」

の
一
言
を
言
い
「
傍
観
者
」
か
ら
「
仲
裁
者
」

に
な
る
こ
と
で
「
被
害
者
」
の
人
の
命
は

救
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。「
傍
観
者
」
で
な

く
て
も
こ
れ
は
だ
め
だ
と
思
っ
た
ら
「
仲
裁

者
」
に
な
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
い
じ
め
を
止
め
よ
う
と
す
る
こ
と
は

と
て
も
勇
気
の
い
る
こ
と
で
す
。
自
分
が
い

じ
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
仲
間
は
ず
し

に
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
勇
気
を

も
っ
て
言
っ
た
一
言
で
人
の
命
一
つ
救
わ
れ

る
の
で
す
。
な
の
で
、
自
分
は
そ
の
「
仲
裁

者
」
と
い
う
人
が
ふ
え
て
欲
し
い
で
す
。

　

そ
し
て
、「
被
害
者
」
の
人
、
今
は
死

な
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。
少
し
心
を
開

い
て
先
生
で
も
親
で
も
友
達
で
も
誰
で

も
い
い
の
で
助
け
を
呼
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。
必
ず
誰
か
が
助
け
て
く
れ
ま
す
。

あ
る
漫
画
で
、「
生
き
る
こ
と
は
死
ぬ
こ

と
よ
り
も
勇
気
が
い
る
こ
と
だ
」
と
い

う
言
葉
を
き
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

少
し
勇
気
を
だ
し
て
一
歩
前
に
で
る
こ
と

で
違
う
道
が
み
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

絶
対
に
一
人
で
は
な
い
の
で
ど
う
か
死
な

ず
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
で
す
。

　

今
の
日
本
は
ま
だ
た
く
さ
ん
の
い
じ

め
が
あ
り
、
自
殺
者
が
い
ま
す
。
な
の

で
自
分
は
、「
仲
裁
者
」
と
い
う
立
場
の

人
を
増
や
し
い
じ
め
や
自
殺
の
な
い
国

に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

私たちが感じた人権問題
「いじめをなくすため」

江口　幸之介さん
（中間東中学校３年）
平成24年度小・中学校人権作文から

人権標語
思いやり　僕とあなたを　つないでる
　中間中学校３年　　遠藤　優介さん

ＳＯＳ　心のさけび　見逃すな！
　中間北中学校２年　　原永　潤さん

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　８月14日水・午前10時〜午後
４時（受付は午後３時まで）
●問合先　安全安心まちづくり課
　☎（２４６）２０１７

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　８月３日土、９日金、22日木・
午後３時〜５時（前日まで窓口で予約受
付・受付時間は月曜日〜金曜日の午前
８時30分〜午後５時15分・定員６人）
●問合先　中間市社会福祉協議会
　☎（２４４）１２３０

行政相談
■場所 ハピネスなかま

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
●�日時　８月３日土、９日金・午後３時

〜５時
●問合先　総務課☎（２４６）６２３２

9
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６月２日、小雨が降りしきるなか、曲川清掃が行われま
した。市民と企業が共同で清掃を行うこの事業は今回
で13回目を迎えました。悪天候にも関わらず約20団体、
総勢約130 人が参加し、蓮花寺交差点から鳴王子橋ま
で市内を流れる曲川のごみを回収しました。参加したみ
なさんは、雨合羽に身を包み、前日の雨で濡れた草む
らの中まで分け入って丁寧にごみを回収し、２トントラ
ック約２台分のごみが集まりました。

福岡県消防救助技術大会が、福津市
の福岡県消防学校で行われました。
中間市消防本部からは、引揚救助と
ロープブリッジ救出の部門に出場。
引揚救助は、「みんなを信じろ」「引
き揚げろ」などの多くの声援が飛ぶな
か行われました。ロープブリッジ救
出では、中間市のチームは好タイム
を出し、７月に長崎県で行われる九
州大会への出場をつかみました。こ
の中間市消防署員の高い技術は、火
災現場でも活かされることでしょう。

大切なのは仲間との信頼関係
５月 29 日・福岡県消防救助技術大会

子育て支援センターで小麦粉粘土遊びが行われ、約10
組の親子が参加しました。小麦粉に水や食紅を混ぜて
赤・緑・黄・白の４色に色づけされた手作りの粘土は、
口に入れても大丈夫なので安心して遊べます。また、手
先を使って色々な遊びができるので、脳の発育にも良
いそうです。握って感触を確かめたり、伸ばしたりちぎ
ったり思い思いに粘土をこねる子どもたち。家ではなか
なかできない遊びを楽しめたのではないでしょうか。

伸ばして丸めて小麦粉粘土
６月７日・小麦粉粘土遊び

雨の中、曲川をきれいに
６月２日・曲川清掃

フォトショット

まちのわだい

楽しいイベントや地域の話題などをお届けします
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夏
休
み
子
ど
も
向
け

行
事
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

夏
休
み
中
の
楽
し
い
行
事
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
宿
題
を
図
書
館

で
す
る
の
も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ

図
書
館
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

お
は
な
し
会

●
日

時　
７
月
20
日
土
・
午

前
11
時
～
正
午

●
内

容　
読
み
聞
か
せ
、
大

型
紙
芝
居
、
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ

ー
な
ど

　

工
作
教
室
～
ペ
ン
ギ
ン
貯
金
箱
～

●
日

時　

８
月
８
日
木
・
午

後
１
時
～
３
時

●
定

員　
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

●
対

象　
市
内
在
住
の
小
学
生

●
持
っ
て
く
る
も
の　
空
の
牛
乳

パ
ッ
ク
500
㎖
１
個
、
は
さ
み

●
申
込
方
法　
７
月
20
日
土
・
午

前
９
時
30
分
か
ら
図
書
館
カ
ウ

ン
タ
ー
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。
申
し
込
み
は
本
人
ま
た
は

保
護
者
に
限
り
ま
す
。

　

子
ど
も
一
日
図
書
館
員

●
日

時　
８
月
22
日
木
、
23

日
金
・
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時

●
対

象　
市
内
在
住
の
小
学

５・６
年
生

●
定

員　
両
日
と
も
２
人
程
度

●
内

容　
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の

図
書
の
貸
し
出
し
・
返
却
業
務
、

書
架
の
整
理
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の　
昼
食

●
申
込
方
法　
７
月
28
日
日
・
午

前
９
時
30
分
か
ら
図
書
館
カ
ウ

ン
タ
ー
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
電
話
で
の
申
し
込
み
も
受

け
付
け
ま
す

　

い
ず
れ
も

●
場

所　
市
民
図
書
館

●
申
込
・
問
合
先　
市
民
図
書
館

　
☎（
２
４
５
）４
６
６
４

お
も
ち
ゃ
花
火
で
遊
ぶ
と
き
は

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
お
も
ち
ゃ
花
火
に
は
、
火
薬
が
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
し
く
使
用
し

な
い
と
た
い
へ
ん
危
険
で
す
の
で
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
乱
暴
な
取
り
扱
い
は
、危
険
で
す
。

使
用
方
法（
警
告
・
注
意
）を
よ
く

読
み
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う

○
火
事
に
な
ら
な
い
よ
う
、
バ
ケ

ツ
な
ど
に
水
を
用
意
し
て
大
人

と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う

○
道
路
や
人
ご
み
を
避
け
、
燃
え

や
す
い
も
の
が
な
い
広
い
場
所

で
遊
び
、
必
ず
後
片
付
け
を
し

ま
し
ょ
う

●
問
合
先　
消
防
署

　
☎（
２
４
５
）０
９
０
１

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

移
動
献
血
車
が
市
役
所
に
や
っ

て
き
ま
す
。
慢
性
的
に
血
液
が
不

足
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
日

時　
７
月
23
日
火
・
午

後
零
時
30
分
～
４
時

●
場

所　
市
役
所
正
面
玄
関
横

●
問
合
先　
福
祉
支
援
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
７
０

楽
し
い
お
話
し
会
に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

　

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ど
ん
ぶ

ら
こ
」の
み
な
さ
ん
に
よ
る
手
遊
び
、

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
大
型
紙
芝
居
な

ど
、楽
し
い
企
画
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

●
日

時　
７
月
26
日
金
・
午

前
11
時
～
11
時
40
分

●
場

所　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

●
参
加
対
象　
２
歳
以
上
の
お
子

さ
ん
と
そ
の
保
護
者
15
組
～
20

組
程
度

●
参
加
料　
無
料　
　
　

●
問
合
先　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

　
☎（
２
４
５
）５
５
５
７

身近な役立つ情報を
お届けします

Infomation

くらしの
情報

●時 間　午前 10 時～正午
●�場 所　中間市ボランティアセンター
　　　　　　（ハピネスなかま内）
●対 象　小学４年生～６年生
●定 員　各 20 人（先着順）
●�申込方法　氏名、住所、電話番号、学校名・

学年、参加希望講座名を記入のうえ、はがき
または FAX で申し込んでください

※ボランティアセンター窓口でも申し込むこと
ができます。日曜・月曜日は休館です。
●�申込・問合先　中間市ボランティアセンター
（〒 809-0018 通谷一丁目 36 ‐ 10）

　☎（２４６）２１８４
　ＦＡＸ（２４４）１２３２

夏休みわくわく教室2013に参加しよう
　いろいろな技術や知識を持ったボランティアのみなさんが、指導に来てくれます。
受講料は無料ですので、一緒に楽しみながら学びませんか。
　多くのみなさんの参加をお待ちしています。

期日・講座名 内容・材料費・持ってくるもの 講師

７月 25日木
染色

○内容…たまねぎの皮を使って
　エコバッグを染めます
○材料費…200 円

村瀬 ミドリさん

７月 30日火
竹細工

○内容…竹剣玉などを作ります
○材料費…50 円
※持っている人は小刀、糸のこを持って
きてください。

岸本 武記さん

８月８日木
絵付け

○内容…マグカップに好きな模様を
　描いたり貼り付けたりします
○材料費…500 円
○持ってくるもの…ピンセット、はさみ

中島 敬子さん

11 Nakama City Public Relations
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「M

メ

ン

ズ

en's

キ
ッ
チ
ン
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
で
す
。

み
ん
な
で
楽
し
く
調
理
し
、
お
い

し
い
季
節
感
あ
ふ
れ
る
料
理
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日（
全
６
回
）　

９
月
14
日
、

21
日
、
10
月
５
日
、
19
日
、
11
月

９
日
、
16
日

※
い
ず
れ
も
土
曜
日
。

●
時

間　
午
前
10
時
～
午
後

１
時

※
９
月
14
日
は
午
前
９
時
30
分
～
。

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
定

員　
25
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
受
講
料　
３
、０
０
０
円
程
度

　
（
６
回
分
の
材
料
費
）

●
講

師　
宗
心
扶
佐
子
さ
ん

　
（
管
理
栄
養
士
）

●
申
込
方
法　
講
座
名
、
住
所
、
氏

　

名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
往
復
は

が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
中
央
公
民
館
窓
口
で
も
申
し
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
際
は

返
信
用
の
は
が
き
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。
欠
席
に
よ
る
受
講
料

の
返
還
は
、
原
則
と
し
て
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　
８
月
９
日
金

※
受
講
の
決
定
は
、
は
が
き
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
、
８
月
23

日
金
ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
中
央
公
民
館

　
（
〒
809
‐
０
０
１
４
蓮
花
寺
三

丁
目
１
‐
１
）

　
☎（
２
４
６
）２
３
２
１

　
ＦＡＸ（
２
４
６
）０
２
７
７

○
メ
ー
ル
…koum

inkan@
city.nakam

a.lg.jp

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
支
給
制
度

　

母
子
家
庭
の
母
と
そ
の
子
、
父

子
家
庭
の
父
と
そ
の
子
、
父
母
の

な
い
子
が
病
院
に
か
か
っ
た
と
き

の
自
己
負
担
相
当
額
か
ら
次
の
自

己
負
担
額
を
差
し
引
い
た
額
を
助

成
し
ま
す
。

●
自
己
負
担
額

○
入
院
…
１
日
500
円（
月
７
日
上
限
）

○
入
院
以
外
…
１
か
月
800
円（
限
度
）

●
支
給
要
件

○
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
年
度

末
ま
で
の
間
に
あ
る
子
ど
も

を
、
現
に
扶
養
し
て
い
る
母
子

家
庭
の
母
と
父
子
家
庭
の
父

○
小
学
校
就
学
後
～
18
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
年
度
末
ま
で
の
間

に
あ
る
母
子
家
庭
の
子
と
父
子

家
庭
の
子

○
小
学
校
就
学
後
～
18
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
年
度
末
ま
で
の
間

に
あ
る
父
母
の
な
い
子

※
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。

■
現
況
届
の
受
付
を
始
め
ま
す

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支
給

制
度
の
現
況
届
を
受
け
付
け
ま

す
。
こ
の
届
け
出
は
、
受
給
者
の

毎
年
８
月
１
日
現
在
の
養
育
状
況

な
ど
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。
現

況
届
の
用
紙
は
、
７
月
末
に
各
受

給
者
に
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
届
け
出
を
し
な
い
場

合
、
８
月
以
降
の
手
当
を
受
給
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
２
年
間

こ
の
届
け
出
を
し
な
い
場
合
、
時
効

の
た
め
受
給
権
が
な
く
な
り
ま
す
。

●
受
付
期
間　
８
月
16
日
金
～
30

日
金（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

●
受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

●
受
付
場
所　
市
役
所
本
館
３
階

第
２
会
議
室

　

夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す

●
期

日　
８
月
26
日
月
、
29

日
木

●
受
付
時
間　
午
後
５
時
30
分
～

８
時

●
受
付
場
所　
こ
ど
も
未
来
課　

●
問
合
先　
こ
ど
も
未
来
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
４
８

子
ど
も
ま
つ
り
出
演
者
を

募
集
し
ま
す

　
お
笑
い
・
マ
ジ
ッ
ク
・
ダ
ン
ス
・

歌
な
ど
、
あ
な
た
の
特
技
を
活
か

し
て
出
演
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期

日　
９
月
８
日
日

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
募
集
内
容　
子
ど
も
ま
つ
り
に

見
合
う
も
の

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
選
抜
が

あ
り
ま
す
。

●
応
募
・
問
合
先　
中
間
市
子
ど

も
会
育
成
連
絡
協
議
会
事
務
局

　
☎（
２
４
６
）２
３
２
１

お
薬
で
聞
き
た
い
こ
と

あ
り
ま
せ
ん
か

●
日

時　

８
月
８
日
木
・
午

後
２
時
～
３
時（
受
付
は
午
後

１
時
30
分
～
）

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
参
加
料　
無
料

●
対

象　
薬
や
サ
プ
リ
メ
ン

ト
、
健
康
補
助
食
品
に
興
味
の

あ
る
人
や
飲
ん
で
い
る
人

●
講

師　
井
上
富
夫

　
（
中
間
市
立
病
院
薬
剤
師
長
）

●
申
込
締
切　
８
月
６
日
火

●
申
込
先　
中
間
市
立
病
院

　
☎（
２
４
５
）０
９
８
１

就
学
前
教
育
相
談
を

開
催
し
ま
す

　

心
や
身
体
の
発
達
に
心
配
が
あ

る
お
子
さ
ん
の
現
在
の
状
態
を
正

し
く
理
解
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も

の
能
力
や
適
性
が
十
分
に
伸
ば
せ

る
よ
う
に
、
教
育
相
談
を
行
い
ま

す
。
個
別
に
相
談
を
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
８
月
６
日
火
、
７
日

水
・
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
順
番
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

●
場

所　
市
役
所
３
階
・
第

３
会
議
室

●
対

象　
就
学
前
の
子
が
い

る
保
護
者

●
相
談
内
容

〇
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
に
関
す

る
こ
と

〇
入
学
に
関
す
る
こ
と
な
ど

●
申
込
方
法　
教
育
委
員
会
、
市

内
各
幼
稚
園
・
保
育
園
に
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

●
申
込
締
切　
７
月
22
日
月

●
申
込
・
問
合
先　
学
校
教
育
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
２
２

親
子
料
理
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

中
間
市
食
生
活
推
進
会
が
講
師

を
務
め
る
親
子
料
理
教
室
で
食
育
を

学
び
、
楽
し
く
料
理
を
し
な
が
ら
夏

休
み
の
思
い
出
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　
８
月
２
日
金
・
午

　
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内

容　
調
理
実
習

●
対

象　
幼
稚
園
児
・
小
学

生
と
そ
の
保
護
者

※
小
学
４
～
６
年
生
は
子
ど
も
だ

け
で
の
参
加
が
で
き
ま
す
。

●
参
加
料　
１
人
400
円

●
定

員　
15
組
・
30
人

　
（
先
着
順
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、

手
ふ
き

●
申
込
締
切　
７
月
25
日
木

●
申
込
・
問
合
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１
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平
成
25
年
度
危
険
物

取
扱
者
保
安
講
習

●
日

時　
９
月
２
日
月
～
10

日
火

●
場

所　
北
九
州
市
民
防
災

セ
ン
タ
ー
（
小
倉
北
区
東
港
一

丁
目
２
‐
５
）

●
対
象
者　
危
険
物
取
扱
者
免

状
の
交
付
を
受
け
、
現
在
危
険

物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る

人
で
、
次
に
当
て
は
ま
る
人

○
前
回
の
講
習
を
受
け
た
日
以
降

の
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
３
年

以
内
の
人

○
新
た
に
、
ま
た
は
再
び
危
険
物

取
扱
作
業
に
従
事
す
る
よ
う
に

な
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
の
人

●
受
付
期
間　
８
月
６
日
火
～
19

日
月
・
当
日
消
印
有
効

※
受
講
申
請
書
は
消
防
署
に
あ
り

ま
す
。
各
事
業
所
に
よ
り
講
習
日

時
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
消
防
署

　
☎（
２
４
５
）０
９
０
１

中
間
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

「
一
日
父
親
行
事
」

　
中
間
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
児
童
の

た
め
の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
の
夏
は
、
秋
吉
台
に
あ
る
サ
フ

ァ
リ
ラ
ン
ド
に
行
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

●
期

日　
７
月
26
日
金

●
集
合
時
間　
午
前
８
時
50
分

　
（
午
後
４
時
帰
着
予
定
）

●
集
合
場
所　
市
民
図
書
館
前
ロ

ー
タ
リ
ー

●
参
加
対
象　
小
学
生
と
中
学
生

●
参
加
料　
中
間
市
母
子
寡
婦

福
祉
会
会
員
は
無
料

※
非
会
員
は
１
、０
０
０
円
。

●
申
込
締
切　
７
月
18
日
木

●
申
込
・
問
合
先　
市
役
所
売
店

　
☎（
２
４
４
）１
１
１
１

　
（
内
線
１
９
０
６
）

自
衛
官
募
集
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

●
日

時　
７
月
20
日
土
・
午

前
10
時
～
正
午

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
内

容　
自
衛
隊
全
般
・
各

募
集
種
目
の
説
明

●
応
募
資
格

○
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補

生
…
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

○
航
空
学
生
・
防
衛
医
大
看
護
学

科
学
生
…
高
卒（
見
込
を
含
む
）

～
21
歳
未
満
の
人

●
問
合
先　
芦
屋
地
域
事
務
所

　
☎（
２
２
３
）０
９
８
１

第
56
回
福
岡
県
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

「
陸
上
競
技
」
の
参
加
者
を
募
集

　

中
間
市
の
代
表
と
し
て
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

●
期

日　
９
月
22
日
日

●
場

所　
嘉
穂
陸
上
競
技
場

　
（
嘉
麻
市
上
西
郷
１
４
８
２
番
地
１
） 

●
申
込
締
切　
７
月
22
日
月

※
参
加
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　
中
間
市
体
育

協
会
事
務
局

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
１

ポ
イ
ン
ト
方
式
に
よ
る

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

募
集
対
象
団
地
や
募
集
戸
数
、

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
募

集
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
回

は
、
従
来
の
抽
選
方
式
で
は
な
く
、

現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
環
境
な
ど
の

困
窮
状
況
を
点
数
化
し
、
点
数
の

高
い
世
帯
か
ら
斡あ

っ
せ
ん旋
し
ま
す
。

●
募
集
す
る
住
宅　
福
岡
県
内
に

所
在
す
る
県
営
住
宅

●
申
込
受
付
期
間　
７
月
16
日
火

～
24
日
水
・
消
印
有
効

●
申
込
書
配
布
場
所（
７
月
16
日

か
ら
配
布
）　
市
役
所
案
内（
本

館
１
階
）、
都
市
整
備
課
、
東

部
出
張
所
、
西
部
出
張
所
、
福

岡
県
住
宅
供
給
公
社
北
九
州
管

理
事
務
所（
八
幡
西
区
西
曲
里

町
２
‐
１
・
黒
崎
テ
ク
ノ
プ
ラ

ザ
５
階
）

●
問
合
先　
福
岡
県
住
宅
供
給

公
社
北
九
州
管
理
事
務
所

　
☎（
６
２
１
）３
３
０
０

北
九
州
い
の
ち
の
電
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

電
話
相
談
員
を
募
集
し
ま
す

　
「
い
の
ち
の
電
話
」
は
、
悩
み
や

不
安
・
危
機
に
直
面
し
な
が
ら
身

近
に
相
談
相
手
が
い
な
い
人
を
、

訓
練
を
受
け
た
相
談
員
が
電
話
を

通
じ
て
、
と
も
に
考
え
、
支
援
し

て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

●
応
募
資
格　
養
成
講
座
に
参
加

し
認
定
を
受
け
て
、
相
談
員
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で
き
る

20
歳
～
68
歳
の
人

●
養
成
期
間　
９
月
８
日
日
～
平

成
26
年
11
月

●
場

所　
福
岡
県
立
北
九
州

勤
労
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
北

九
州
パ
レ
ス（
小
倉
北
区
井
堀

五
丁
目
１
‐
３
）

●
受
講
料　
３
０
、０
０
０
円

●
募
集
定
員　
30
人

●
応
募
締
切　
８
月
20
日
火
・
必
着

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
合
先　
社
会
福
祉
法

人
北
九
州
い
の
ち
の
電
話

　
☎（
６
５
２
）６
６
２
８

犬
の
育
て
方
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

●
日

時　

８
月
５
日
月
・
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分（
受

付
は
１
時
～
）

●
場

所　
福
岡
県
宗
像
総
合

庁
舎
１
階
講
堂（
宗
像
市
東
郷

一
丁
目
２
‐
１
）

●
定

員　

30
人（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
申
込
締
切　
７
月
31
日
水

●
申
込
・
問
合
先　
福
岡
県
宗
像
・

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
☎
０
９
４
０（
３
６
）６
０
９
８

司
法
書
士
の
日
記
念
相
談
会

　

相
続
登
記
や
会
社
設
立
な
ど
の

登
記
相
談
、
悪
質
商
法
な
ど
の
消

費
者
問
題
、
借
金
な
ど
の
多
重
債

務
問
題
、
訴
訟
、
成
年
後
見
な
ど
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

８
月
３
日
土
・
午

前
10
時
～
午
後
４
時

●
相
談
形
式　
面
談（
１
件
30
分
）

●
場

所　

Ｋ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル（
小

倉
北
区
浅
野
二
丁
目
14
‐
１
）

●
問
合
先　
福
岡
県
司
法
書
士

会
北
九
州
支
部

　
☎（
５
７
１
）８
４
４
５

７月の祝日に伴うごみの振替日
　７月 15 日月海の日の第３月曜日が、もえるごみと
ビン・カンの収集日になっている地区は、収集します。

７月の祝日 ビン・カン もえるごみ

７月15日月海の日が
収集日の地区 収集します 収集します

●問合先　環境保全課☎（２４５）５３００
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中間市公式キャラクター
「なかっぱ」

が
家 のわ

すこやか
ちゃん
すこやか
ちゃん

14広報なかま７月 10 日号

　元気いっぱいの颯ちゃん
です！これからもニコニコ
でみんなを笑顔にしてね。

H24. ４.14 生
（池田一丁目）

大
お お き

木 颯
そ う た

汰ちゃん

　１歳になってますます笑顔が増えま
した。これからも元気にすくすく大き
くなってね。パパとママの宝物です。

H24. ４. ８生
（中央五丁目）

福
ふ く だ

田 悠
ゆ う り

里ちゃん

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

　

中
間
市
特
別
支
援
学
級
在
籍
児
童
生

徒
親
の
会
「
中
間
市
ど
ん
ぐ
り
の
会
」

で
は
、
夏
休
み
に
行
わ
れ
る
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
で
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ

る
小
・
中
学
生
や
高
校
生
な
ど
と
一
緒

に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

●
期

日　
８
月
２
日
金
、
８
日
木

●
時

間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

４
時

●
場

所　
中
間
北
小
学
校

●
内

容　
工
作
、
プ
ー
ル
遊
び
な
ど

●
募
集
対
象　

ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
児

童
・
生
徒
の
支
援
に
関
心
が
あ
る
学

生
ま
た
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者

な
ど

●
募
集
人
数　
10
人
程
度

●
申
込
締
切　
７
月
19
日
金

●
申
込
・
問
合
先　
牟
田
口
携
帯

　
☎
０
９
０（
２
８
５
２
）１
０
８
３

希
望
が
丘
高
等
学
校
公
開
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

地
域
の
み
な
さ
ん
へ
の
日
ご
ろ
の
感

謝
を
込
め
て
、
無
料
の
公
開
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

エ
ス
テ
実
習

●
日

時　
７
月
16
日
火
・
午
前
10

時
30
分
～
午
後
零
時
30
分

●
内

容　
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
エ
ス
テ

（
顔
か
ら
首
筋
付
近
）、
ク
レ
ン
ジ
ン

グ
、
吸
引
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
パ
ッ
ク

●
対
象
・
定
員　
女
性
・
15
人（
先
着
順
）

※
メ
イ
ク
道
具
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
講
習
会

●
期
日
・
内
容

○
８
月
５
日
月
…
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

○
８
月
６
日
火
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
方
法

○
８
月
７
日
水
…
簡
単
な
ワ
ー
ド
の
利

用
方
法
①

○
８
月
８
日
木
…
簡
単
な
ワ
ー
ド
の
利

用
方
法
②

○
８
月
９
日
金
…
ワ
ー
ド
で
簡
単
な
チ

ラ
シ
の
作
成

●
定

員　
25
人
程
度（
先
着
順
）

　

い
ず
れ
も

●
場

所　
希
望
が
丘
高
等
学
校

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
際
は
、
住
所
、

氏
名
、
連
絡
先
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　
希
望
が
丘
高
等
学
校

　
☎（
２
４
５
）０
４
８
１

　
ＦＡＸ（
２
４
５
）３
１
６
６　

なかっぱ
救缶バッジを販売

●販売開始日　７月16日火
●販売場所　市役所案内　　　
　　　　　　（市役所本館１階）
●問合先　企画政策課
　　　　　☎（２４６）６２３４
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知
っ
て
て
損
は
な
い

豆
知
識

▶今号の発行日は納豆の日だそうです。お察しのとおり語呂合わせのようで
す。納豆は独特な風味で苦手な人も多いようですが、私は大好物。栄養素
を多く含む納豆を食べてこの夏を乗り切りたいと思います。（謙）
▶７月28日、卓球インターハイの開会式が行われます。今年３月に学校対抗
男子団体で全国優勝を果たした希望が丘高校に期待。インターハイでも優勝
を狙っているとのこと。しかも、今年はお隣北九州市での開催。がんばれ！（悠）

編集後記

15 Nakama City Public Relations

今月の表紙

■撮影データ
　レンズ24 〜 105㎜　1/1000秒　F5.6　ISO100

６月12日、中間北小学校の５年生が、蓮花寺地区で田植え
を体験しました。蒸し暑さのなか、おそるおそる裸足で田
んぼに足を踏み入れた子どもたち。写真は、両足が水田に
埋まり、倒れないように必死にバランスを取る男児と、そ
のユーモラスなしぐさに笑いを誘われた同級生の様子です。

も
や
い
フ
ェ
ス
タ
25

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
楽
し
も
う

　

中
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

「
も
や
い
の
会
」
は
、
今
年
で
発
足
25

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
、
14
グ
ル

ー
プ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
日

時　
８
月
３
日
土
・
午
前
10

時
～
午
後
２
時

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
入
場
料　
無
料

●
内

容

○
グ
ル
ー
プ
紹
介
パ
ネ
ル
展
示

○
伝
統
芸
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、
ユ
ニ
ー

ク
折
り
紙

○
パ
ン
・
野
菜
な
ど
の
販
売

※
さ
さ
や
か
な
お
土
産
も
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先　
も
や
い
の
会
会
長 

藤
澤
宅

　
☎（
２
４
６
）２
６
８
５

小
笠
原
諸
島
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

●
期

日　
８
月
20
日
火
～
25
日
日

●
場

所　
東
京
都
小
笠
原
村
父
島

●
内

容　

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
、
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
ハ
イ
ク
な
ど

●
申
込
資
格　
小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

●
定

員　
25
人

●
申
込
締
切　
７
月
22
日
月

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　
公
益
財
団
法
人
国

際
青
少
年
研
修
協
会

　
☎
０
３（
６
４
５
９
）４
６
６
１

第
３
回
青
木
繁
記
念
大
賞

西
日
本
美
術
展
を
開
催
し
ま
す

　

全
国
で
活
動
す
る
各
作
家
が
描
い
た

作
品
約
100
点
が
集
結
し
ま
す
。

●
会

期　
８
月
４
日
日
ま
で

●
休
館
日　
月
曜
日

※
７
月
15
日　
は
開
館
し
ま
す
。

●
開
館
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

●
場

所　
石
橋
美
術
館

　
（
久
留
米
市
野
中
町
１
０
１
５
）

●
観
覧
料　
一
般
200
円
、
高
・
大
生
100
円

※
中
学
生
以
下
、
65
歳
以
上
の
人
、
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
無
料
。

●
問
合
先　
青
木
繁
記
念
大
賞
西
日

本
美
術
展
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
４
２（
３
１
）８
７
１
０

沸
く
如
き
な
ん
じ
や
も
ん
じ
や
の
花
明
り

　
　
　
土
手
ノ
内
二
丁
目	

小
　
田
　
敏
　
子

影
に
影
重
な
り
合
う
て
夏
の
蝶

　
　
　
太
賀
三
丁
目	

真
　
崎
　
捷
　
子

芍
薬
の
向
ふ
三
軒
色
違
へ

　
　
　
通
谷
一
丁
目	

石
　
松
　
梅
　
子

餌
を
運
ぶ
子
育
て
鷭
の
す
ば
し
こ
さ

　
　
　
扇
ヶ
浦
二
丁
目	

宮
　
崎
　
サ
カ
エ

静
ま
れ
る
代
田
啄
む
鷺
の
群

　
　
　
上
底
井
野	

小
　
林
　
香
　
子

末
永 

あ
つ
し 

選

俳 

句

痛
か
っ
た
父
の
拳
を
今
介
護

　
　
　
通
谷
四
丁
目	

平
　
田
　
照
　
子

ハ
ー
モ
ニ
カ
大
好
き
主
人
吹
い
て
い
る

　
　
　
弥
生
一
丁
目	
堀
　
　
　
す
み
子

友
の
声
心
の
重
荷
軽
く
な
る

　
　
　
中
間
三
丁
目	

花
　
川
　
民
　
子

孫
に
嫁
家
族
の
増
え
る
夢
を
み
る

　
　
　
弥
生
二
丁
目	

永
　
石
　
ス
ミ
子

無
理
で
す
と
ベ
ル
ト
の
穴
が
一
つ
増
え

　
　
　
中
央
三
丁
目	

桑
　
原
　
康
　
博

吉
富 

廣 

選

川 
柳

嵐
の
ご
と
言
葉
吹
き
荒
れ
る
日
も
あ
れ
ば
そ
よ
風
吹
く
が
に
心
地
良
き
日
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
四
丁
目	

吉
　
岡
　
比
呂
己

幸
せ
を
招
く
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
摘
み
て
孫
ら
の
笑
顔
は
弾
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
三
丁
目	

日
　
野
　
康
　
子

う
わ
ず
り
し
声
を
受
話
器
に
ひ
び
か
せ
て
子
は
合
格
の
報
を
告
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
ヶ
岡
一
丁
目	

金
　
子
　
純
　
子

愛
称
も
覚
え
て
く
れ
し
友
に
逢
い
手
を
取
り
合
っ
て
涙
溢
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
三
丁
目	

内
　
村
　
ア
ヤ
子

上
り
坂
両
手
に
荷
物
に
じ
む
汗
爽
や
か
な
風
頬
を
撫
で
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
一
丁
目	

石
　
田
　
順
　
子

中
間
市
短
歌
会

短 

歌

文芸歳時記

テ
レ
ビ
を
見
な
い
と
き
、
リ
モ
コ
ン
で
電
源
を
切
る
だ
け
で
は
な
く
、
主
電
源
を
切
れ
ば
消
費
電
力
は
通
常
電
力
の
約
13
％
も
カ
ッ
ト
で
き
る

祝
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中
間
市
歴
史
の
旅

新
知
故
温

八王子社経塚から出土した経筒

有
料
広
告
欄

其
の
十
六

「
八
王
子
社
経き

ょ
う
づ
か塚

と
経き

ょ
う
づ
つ筒

」
　

文ぶ
ん
せ
い政

３
年（
１
８
２
０
年
）の
『
波
多

野
家
文
書
』
に
よ
る
と
、
享
保
一
四
年

（
１
７
２
９
年
）に
八
王
子
神
社
を
移
転
し

た
際
に
経
塚
と
経
筒
が
発
見
さ
れ
た
と
あ

り
ま
す
。

　

経
塚
と
は
、
仏
教
経
典
を
地
中
に
埋
納

し
た
場
所
の
こ
と
で
、
仏
教
的
な
作さ

く
ぜ
ん善
行

為
の
一
種
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
仏
教
経

典
は
一
般
的
に
金
属
製
の
筒
の
容
器
に
納

め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
経
筒
と
い
い
ま
す
。

　

八
王
子
社
経
塚
で
出
土
し
た
経
筒
は
青

銅
製
で
、
高
さ
約
27
㎝
、
直
径
約
8
㎝
の

円
筒
形
を
し
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
筒

の
中
に
本
来
あ
る
べ
き
仏
教
経
典
は
消
失

し
て
い
ま
し
た
が
、
筒
の
中
央
に
「
宗
形

宮　

帝
賢
寺　

右
為
滅
罪
生
善
之　

保
延

五
年
歳
次
己
未　

住
僧
琳
慶
筒
一
口
事　

所
奉
供
養
如
件　

十
一
月
五
日
壬
午
」
と

い
う
針
で
書
い
た
銘
が
刻
ま
れ
て
い
た
た

め
、
埋
納
し
た
場
所
が
「
宗
形
宮
帝
賢
寺
」

で
、
埋
納
し
た
理
由
が
現
世
の
罪
を
消
滅

さ
せ
る
た
め
、
埋
納
し
た
年
は
平
安
時
代

末
の
１
１
３
９
年
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　

帝
賢
寺
は
『
遠
賀
郡
誌
』
に
記
述
が

あ
り
、
中
間
市
宮
林
付
近
に
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
筒
に

『
宗
形
宮
』
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

平
安
時
代
末
に
宗
像
氏
の
勢
力
が
中
間

市
周
辺
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
経
塚
が
発
見
さ
れ
た
八
王
子

神
社
は
、
現
在
の
筑
豊
電
鉄
東
中
間
駅

の
北
の
丘
陵
に
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
が
、

近
年
の
中
間
市
の
変
貌
に
伴
い
消
失
し
、

現
在
は
痕
跡
す
ら
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
中
間
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

■
発

行
　

福
岡

県
中

間
市

役
所

〒
809‐

8501 福
岡

県
中

間
市

中
間

一
丁

目
１

番
１

号
■

編
集

　
総

務
課

広
報

広
聴

係
TEL  093（

246）6271　
FAX  093（

245）5598　
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.nakam

a.lg.jp/
■

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

webm
aster@city.nakam

a.lg.jp

広
報

な
か

ま
平

成
25

年
７

月
10

日
号

No.942

■
今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

23円
で

す
。

■ 「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

大好評受付中大好評受付中大好評受付中 場所は先着順となります

良い場所は
お早めに

家族墓地として・夫婦墓・個人墓としてご提案いたします。

「やすらぎ」堂々完成屋外納骨堂

この様な方にお勧めします。
◇ご自分の安住の場所を生前中に確保しておかれたい方
◇お子様、跡継ぎが無く、継承が心配な方
◇遠い所にお墓をお持ちで改葬または分骨されたい方
◇家にお骨があり、納めるところをお探しの方

永代使用料・永代管理料含む
永代管理料込みで
今後、一切の費用がかかりません。

一基

49.3（税込）

万円より
宗旨・宗派問わず

【受付時間】午前９時～午後５時　水曜日定休

●お申込み・お問い合わせは、中間霊園管理事務所まで

※当日、お申込みされる場合は、申込金１万円と印鑑をご持参ください。

0120-659-117
敬う
心、愛す

る心、やすらぎの霊園

中間霊園
宗教法人 福泉寺

ご先祖様とのふれあいの場


